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看護系教育課程を持つ大学における疫学・生物統計学教育の

実態調査
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目的 看護系教育課程を持つ大学において疫学・生物統計学の授業を担当している教官の背景，

講義・実習内容など疫学・生物統計学教育の実態と，教官の感じている問題点を調査し，教

官の背景と，講義内容・感じている問題点に関連があるか検討した。

対象と方法 看護系教育課程を持つ大学における疫学・生物統計学教育の実態について，国公立

大学62校および私立大学27校（計89校）の疫学・生物統計学の授業を担当している教官を対

象に自記式調査票を用いて調査を行い，対象校89校のうち回答の得られた50校61通を本研究

の対象とした。

結果 疫学・生物統計学を専門としている教官は20％と少なく，疫学・生物統計学に関係した学

会の所属割合も低かった。また，教官の感じている問題点として，良い教科書・実習用の教

材・問題集がなく，とくに看護に関する実例を挙げた教科書が望まれている事，教官やチ

ューターの人数が不足している事，学生の意欲，数学やパソコン・情報処理の能力が足りな

い事が挙げられた。講義内容については「統計における基本概念」や「統計解析」のうちの

基本的な分野に関しては90％前後の，「疫学における基本概念」や「医学・疫学研究デザイ

ン」については70％前後の大学で講義されている事などがわかった。

結論 疫学・生物統計学の授業を担当している教官の専門分野や所属学会などの背景，感じてい

る問題点，講義・実習・卒業論文指導の内容などが明らかになった。疫学・生物統計学を専

門としている教官が講義している大学は少なく，工学部・薬学部・理学部数学科などの他学

部所属の教官に頼っている事や教科書に対する要望が強い事，学生に学ぶ意欲や数学とパソ

コン・情報処理の能力が足りないと感じている教官が多い事が示唆された。これらは看護教

育における疫学・統計学教育のあり方を考える上で貴重な資料になりうると考えられる。
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